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私は、29歳 の ときに母校で助手 として働 かないか とい う恩師の氏家幸子先生か らのお誘いで看護教育
に足 を踏み出 しま した。 これを決意 させたのは、保健師学生の実習指導時にいつも感 じていた保健師学
生の学んで くる教育がなぜ こんなにも現場 と乖離 しているのだ ろうとい う疑問で した。看護教育の実態
が知 りたい とい うのが転職の動機 で した。 いざ看護教育の世界に入 ると、カ リキュラムって何?教 育っ
て何?看 護技術 って何?と 、右 も左 もわか らないことばか りで した。保健師時代には中堅 として、担当
地区の健康教育の企画を起案 し、承認 を得て実施に移す とい うようにバ リバ リと活躍 していた ことが丸
で嘘のよ うな生活で した。その中で、公衆衛生看護学実習の2週 間が唯一 自分の経歴 を活かせる場であ
った と思います。 この時代 に、池田保健所 の保健師 さん、ホームヘルパー さんとチームを組んで、ステ
ージ4で 緑膿菌が付着 した褥瘡高齢者 の家庭訪問を行っていま した。褥瘡ケアとしては、緑膿菌耐性の
ない軟膏 を探すために、当時微生物学の教授の東雍先生に薬剤の耐性 をみていただきま した。その結果
を主治医に報告 し、往診に同行 して肉芽再生 しない部分 をデブ リー ドメン トし、体位変換をヘルパー さ
んにお願い して約6か 月の期間をかけて治癒 した時の喜びは、年始の4日 間で無残 にもステー ジ3に 戻
ったシ ョックで帳消 しになったことが褥瘡の研究を行 うきっかけにな りま した。
また、氏家先生が看護教員養成課程の受講生たち と清拭について、上腕 を拭 く速度 と冷感 との関係、
タオル の冷え方な どの実験 をされていたことか ら実験研究に興味を持 ち、看護技術 もまた研究のテーマ
にな りました。
神戸市立看護短期大学に異動 し、後年にナイチ ンゲール記章 を受章 された高橋令子先生か ら看護の心
を学びま した。『患者 さんは、空気が動 くことでも痛みが増すので、看護師の行動は空気の動 きを最小 限
にす ること』、『"病院は患者の生活の場"と なるように療養環境 を作ることが大切で、病院設計には患者
の生活 を最 もよく知っている看護 師も加わる必要がある。』 とい う話 が印象的で した。正に眼からウロコ
が落ちた感 じで した。それ らが糧 になって、今 日の私の看護の信念やプライ ドになっています。さらに、
バル ンカテーテルに連結す るランニングチューブに貯留 した尿 を円滑に蓄尿バ ックに導 く実験を物理学
の教授 とも共同で行 ったことが実験研究 とい う手法 で今 に繋がっています。
平成6年 度 に本保健学科看護学専攻の1期 生を迎 え入れてか ら今年度までの19年 間は私 なりに力を入
れて看護学教育に携 わってきま した。私は、基礎看護技術の授業が最 も得意な授業で した。 日常生活の
援助場面で、学生が難 しそ うな顔で何かを考えなが ら取 り組んでい る姿 を見 るのがとて も好 きで した。
学生の困ったよ うな真剣な表情 を見なが ら、何がわか らないのかを想像 した り、聞いた りしなが ら、そ
の技術 の根拠が説明できないもどか しさも感 じ、文献検索 をした り、研究 した りすることが好きで した。
なかで も、看護技術で患者を安楽にす る補完療法を探 し当てることは最 も気に入っていま した。看護学
がアイデ ンテティを持った学問である とい う実感 を得 ることができたか らです。また、褥瘡の予 防と早
期発見が、誰 にでもどこででもできるような簡易な機器 の開発 も伊部先生をは じめ、阿曽研の院卒生や
企業 との共同研究で取組み、現在 も継続 中です。試作品を作っては実験を して改良を行っています ので、
完成までにはまだもう少 し時間がいるようですが、楽 しみです。
看護学教育 を行 ってきた通算35年 間は、しん どいときや辛いこともあ りま したが、今になるとすべて
が許容 されて、楽 しい思い出に変わ ります。このような思い出を作って くだ さった恩師や卒業生、院生、
同僚等々、そ して勤務環境に深謝 申し上げます。









昭和45年3月 大 阪 医療技 術短 期 大学部 看護科 卒 業
平成46年3月 兵 庫県 立厚 生専 門 学校保 健学科 卒 業
平成46年4月 神 戸市 保健 師
昭和53年4月 大 阪 医療短期 大 学部 助手看 護 学科
昭和55年9月 佛 教大 学社 会学 部社 会福祉 学科 卒 業
昭和59年4月 神 戸市 立看護 短期 大 学部 講師 を経 て助教授
平成4年8月 大 阪大 学 医療 技術 短期 大学 部助 教授看 護学 科
平成5年10月 大 阪大 学助教 授 医学部保 健 学科
平成9年4月 大阪 大学 教授 医学 部保 健学 科
平成15年4月 大 阪大 学教授 大学 院 医学系研 究科 保健 学専攻(～ 平成25年3月)
平成15年4月 大学評 価 ・学位 授 与機構 学位 審査 専 門委員 お よび審査 委員
学	 位 平成8年2月 医学 博士(大 阪大学)
学 会活動
日本看護 科学 学会評 議 員 、 日本 看護研 究学会 理事 、 日本看 護 学教 育学 会理 事、 日本褥瘡 学 会理 事 、
日本看護 技術 学会評 議 員 、 日本 老年看 護 学会評 議員 、 日本人 間工 学会評 議員
主 な著 書
1.阿 曽洋子 編,阿 曽洋子,板 倉 勲子,大 巻 悦 子,中 村裕 美子:在 宅 ケア の援助 技術,廣 川 書店,1999.12.10
2.日	 野原 重 明,井 村裕 夫 監修 武 田雅俊 編集,武 田雅 俊,篠 崎 和 弘,西 川 隆,阿 曽洋子 他:看 護 のた め
の最新 医学講座,中 山書店,2000.12.1
3.阿	 曽洋 子,奥 宮暁 子,鈴 木 純恵,藤 原 千恵子 編著,久 米 弥寿 子他:実 践へ つ な ぐ看護 技術 教 育,医 歯
薬 出版株 式会社,2006.9.25
4.阿 曽洋 子,井 上智子,氏 家幸 子:基 礎看 護 技術第7版,医 学書 院,2011.2.15
主 要学術論 文
1.阿	 曽洋 子,藤 田恵子,高 鳥 毛敏 雄,多 田羅 浩三:在 宅寝 た き り老 人 の 自立 意欲維 持 に 関連 す る要 因,






3.新	 田紀枝,阿 曽洋子,葉 山有香他:化 学 療法 に伴 う遷延性 嘔 気 に対す る足浴 後マ ッサ ー ジ によ る リラ











平成25年3月31日 をもって、めでた く(?)定 年退職 いた します。昭和48年3月 に大阪大学医学部を
卒業 し、直ちに耳鼻咽喉科に入局 した ときには、このよ うな形で定年 を迎えるとは全 く考えてもいませ
んで した。 しかし、定年を迎 える今考 えると、意味のある職務であったと心か ら思 っています。
平成7年4月 に新設 された医学部保健学科に医学部か ら転任 してきま した。 はじめの うちは一部の講
義は石橋の学舎で行っていま した。また今の建物 も建設 中であ り、しばらくの間医学部の10階 に数人の
先生方 と同居 してお りま した。そ して翌年、看護学専攻 のみこの建物 に引越 し、その後今 のような形 に
な りま した。
就任 した当時はなれないことばか りで心身 ともにかな り疲れたことを覚えてお ります。今でもそ うで
すが、専門以外の講義 もかな り担当 しなけれ ばな らず、それ な りの講義ノー トをつ くるのに数年はかか
った と記憶 しています。 このよ うな ときに、学生時代か らご指導を受 けていた故渡辺信一郎先生がお ら
れたこ とは本当に心強く助か りました。講義 を行 っては じめにびっくりしたことは、欠席が少 ない(当時
の医学部では半分 もいればよい方)、講義 ノー トをとる鉛筆 の音が聞こえること(医学部では考えられませ
ん)で した。そのよ うなことがあると講義をす るの も楽 しくな ります。次に戸惑ったことは、卒業研究指
導です。医学部では卒論 とい うものがな く、 どのよ うな指導が良いか全 く分か りません。 どうい うわけ
か1年 目は11名 の学生が来て くれま した。その うちの数名は今でも遊びに来て くれ ます。 自分な りにテ
ーマを決め相談 しなが ら行いました。本 当に良い経験で した。
このよ うなことか らわかったことは保健学科の学生は予想 以上、想像以上に出来が良い とい うことで
す。数年 の経験により、(今 も同じですが)私 の指導方針 は形にはめず 自由にのびのび させ ることとしま
した。それだけの能力を ここの学生、院生たちは持 っています。その能力 を信 じ、いかにモチベーシ ョ
ンをあげてい くことが大切であ り、そのような経験をさせてもらったことを感謝 しています。
CSCD、 グロー コール、臨床 医工学の兼任教員を させ てもられる幸運も重な り多 くの先生、院生、学生
と接 する機会 を得ま した。 また事務職員 の方にもいろいろ教えていただきま した。 このよ うな経験は医
学部にいたな らば絶対無かった と思います。 自分の人生 にとって人 として生きてい く上で本 当に幸運で
あった と心か ら思ってお ります。
退職す るに当た り一言 申しあげてお きたい こと。保健学科は本当にすば らしいところです。学生を一
つの枠にはめることな く指導 を行 うことによ りさらに大きな人間が育ってい くと思います。教育 とは良
い研 究、論文 を書かせ ることではなく、す ばらしい人を育てていくことです。すべてのことに感謝 して!
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻
統合保健看護科学分野 看護実践開発科学講座





昭 和48年3月 大 阪 大 学 医 学 部 卒 業
昭 和48年4月 大 阪 大 学 医 学 部 耳 鼻 咽 喉 科 入 局
昭 和51年1月 大 阪 逓 信 病 院 耳 鼻 咽 喉 科 医員
昭 和53年10月 大 阪 大 学 医学 部 耳 鼻 咽 喉 科 助 手
昭 和56年6月 フ ラ ン ス 、 パ リ、 ロチ ル ド病 院 ア レル ギ ー セ ン タ ー 留 学(昭 和57年8月)
昭 和60年4月 大 阪 大 学 医 学 部 耳 鼻 咽 喉 科 講 師
平 成7年4月 大 阪 大 学 医 学 部 保 健 学 科 教 授
平 成16年4月 ～18年3月 大 阪 大 学 評 議 員 、 大 阪 大 学 医 学 部 保 健 学 科 長
平 成15年4月 大 阪 大 学 大 学 院 医学 系 研 究 科 保 健 学 専 攻(～ 平 成25年3月)
学	 位 昭 和54年11月 医 学 博 士 号 取 得(No.4759)
学 会 活 動
日本 耳 鼻 咽 喉 科 学 会 代 議 員 、 日本 ア レル ギ ー 学 会 代 議 員 、 日本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー 学 会 理 事 、
日本 鼻 科 学 会 代 議 員
主 な著 書
1.荻 野 敏:ア レル ギ ー 性 鼻 炎 ・花 粉 症 とは.ア レル ギ ー 性 鼻 炎 ・花 粉 症 の診 断 と治 療(監 修:荻 野 敏),
p7-19,メ デ ィ カ ル レ ビュ ー 社,大 阪,1997.
2.荻	 野 敏(監 修):自 分 の 病 気 を正 し く理 解 し 『花 粉 症 』 と"う ま くっ き あ う方 法".ト ー ア 総 合 企 画
社,大 阪,1999.
3.荻	 野 敏(分 担)ア ス ピ リ ン過 敏 症 新 しい 診 断 と治 療 のABC『 ア レル ギ ー 性 鼻 炎 、 改 訂 第2版 』
.(編 集:今 野 昭 義),p77-85,最新 医 学 社,大 阪,2011.



















定年退職す るにあた り、保健学専攻に在籍 した18年 間に何 を達成 したか と自問すれば内心忸怩たる思
いがあるが、就任直後 より4年制に改組 された学部の学年進行、矢継 ぎ早の大学院修士課程 ・博士課程の
開設な ど、大学院化 にわき目もふ らずに懸命 に対応 した とい う感が強い。
大学院化により保健学専攻の研究機関 としての位置付 けが高まるのと同時に、研究の倫理的な側面の
整備 を厳 しく求 める時代の流れが高ま り、平成15年5月 本保健学専攻において大阪大学医学部医学倫理委
員会の下に保健学倫理小委員会が発足 した。その後、諸般の事情か ら平成18年10月 には保健学倫理小委
員会は医学部保健学倫理委員会に改組 され現在 に至っている。
本倫理委員会は、保健学科に所属する研究者 が行 う医学研究について、「疫学研究に関す る倫理指針(文
部科学省 ・厚生労働省)」 及び 「臨床研究に関する倫理指針(厚 生労働省)」 の趣 旨に沿った審査 を行 う
ことを 目的としてい る。ただ し、研究の場や対象が医学部附属病院 にある臨床 的な研究については、直
接 に医学部附属病院未来医療セ ンター臨床試験部門に設置 された医学部附属病院臨床研究倫理審査委員
会 に審査を申請す ることとなっている。
保健学倫理委員会に移行 したあと、平成20年 度か らは審査の迅速化のために、ネ ット環境 を活用 して
倫理委員 が責任査読者 を務 め2名 の専門査読者を保健学専攻教員か ら選任 して行 う(ユ 次)審 査が導入 さ
れ、 さらに倫理委員会委員 による2次 審査 をネ ット上で行 う方式に移行 した。 しか し、私が委員長に就
任 した平成22年 度初 めに委員 の直接審議 を必要条件 とする厚労省 の指針 を満たす ことが求 められたため、
委員が一 堂に会 して開催す る倫理委員会において3次 審査 を経て承認す ることに変更 した。そのため、
倫理委員会開催の要件 となっている外部委員を3名 に増やすこ とにより、交代 出席 によ り外部委員 の負
担 を軽減 し、委員会の月1回 の定期開催を確保 した。
このように看護研究 を含む医学的研究の実施 に関しては、倫理 的配慮が さらに厳 しい形で要求 され る
この時代 に研究計画の倫理審査 を適正かつ粛々 と行 うことが保健学倫理委員会 の責務であ り、そのため
には審査業務の迅速化 と効率的化が、保健学専攻の研究組織 としての活性 と研究の質を保証す る基盤の
ひ とつであると信 じてこの3年 間保健学倫理委員会を運営 してきた。 ちなみに、保健学倫理委員会に移
行 した平成18年1° か ら平成24年12月 の段階で約247件 、私が委員長を務めた最近の3年 間で約132件 を
審査 ・承認 した。 この過程で、特筆すべきは平成23年 度か ら倫理委員会の事務所掌が庶務係か ら研究支
援係 に移 された ことである。 これ により格段に倫理 申請の手続 き事務 が効率化 され、各委員が審査に専
念できることに繋がった。 この間の倫理委員会 の申請お よび審査の効率化はこのよ うな事務方の ご支援
に負 うところが大 きいことを挙げ、深甚の感謝 の意を表す る。また、私の運営方針に賛同 してご協力 と
ご尽力頂 いた保健学倫理委員会委員各位に敬意 と感謝を表 し、私が大学 を去った後 も保健学専攻の研究
の発展に本委員会が貢献 されることを祈念 してこのメ ッセージを閉 じる。
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻
統合保健看護科学分野 総合ヘルスプロモーション科学講座







昭 和49年3月 奈 良 県 立 医 科 大 学 卒 業

昭 和49年4月 淀 川 キ リス ト教 病 院 内科(～ 昭 和52年3月)

昭 和52年7月 大 阪 大 学 医 学 部 附 属 病 院 医員(老 人 科)

昭 和56年1月 ア メ リカ 合 衆 国 オ ハ イ オ 州 ク リー ブ ラ ン ドク リニ ック 研 究 員(～ 昭 和58年12月)

平 成2年3月 大 阪 大 学 医 学 部 助 教 授(老 年 病 医 学)

平 成7年4月 大 阪 大 学 医 学 部 保 健 学 科 看 護 学 専 攻 教 授

平 成15年4月 大 阪 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 教 授(～ 平 成25年3月31日)

学	 位 医 学 博 士(大 阪 大 学 昭 和59年5月)

学 会 活 動
日本 老 年 医 学 会 、 日本 内科 学 会 、 日本 高 血 圧 学 会 、 日本 内 分 泌 学 会 、 日本 公 衆 衛 生 学 会 、 日本 地 域 看 護
学 会 、 目本 在 宅 医 療 学 会 、 日本 看 護 科 学 学 会 、 日本 看 護 研 究 学 会 等
主 要 著 書
1.三 上 洋 疾 病 に 対 す る 医 療(1)診 断 と治 療 、予 防(p.67-89)、呼 吸 機 能 の 障 害 と 心臓 機 能 の 障
害(p.134-171)、	血 管 系 機 能 の 障 害 と造 血 機 能 の 障 害(p.172-208).松 尾 ミ ヨ子 、大 和 谷 厚 編 、
「改 訂 新 版 疾 病 の成 立 と回 復 促 進 」 放 送 大 学 教 育 振 興 会 東 京2011
2.三	 上 洋 「皿.看 護 ・介 護 ・福 祉 ・リハ ビ リテ ー シ ョ ン,5.高 齢 者 のQOL」(p.319-323)
荻 原 俊 男 編 「老 年 医 学 」 朝 倉 書 店 東 京2003




















昭和43年 に入学 し、昭和53年 よ り教員 として勤務 してきました大阪大学をこの3月 末で退職いたし
ま した。保健学科ではその発足以来、看護 学専攻の 「薬理学」の講義を担 当し、また、医療短大時代 に
も非常勤講師 として担 当していま したの、阪大の看護教育で、ほぼ四半世紀 「薬理」を教えていた こと
にな ります。
毎年の講義の冒頭では、学生諸君 に薬の用法についての常識 を確 かめる質問を します。例えば 「食間
服用 とは食事を している間に服用す ることである。」、「坐薬は座って飲む薬である。」 とい うよ うな問に
○か ×で答 えさせ ます と、ほ とん どの学生は正解 します が、では、「食間に薬 を服用する意味は?」 、「坐
薬で直腸粘膜か ら薬を吸収 させ る利点は?」 と聞くと答え られ ません。それ をこれか ら学んで欲 しい、
丸覚えするのではなく、論理でものごとを考えて欲 しい と伝えます。
ところで、医療現場において ヒヤ リとした り、ハ ッ トした事例 として2006年 に 日本 医療評価機構が国
内の250施 設か ら集めた182,000件 の うち、最 も多いのが 「くす りの取 り違えや量の間違い」で、 これ
だけで26%、 全体の4分 の1以 上 を占めます。そ して 「調剤や製剤」での ミスを加 えます と、実に全体の
約3分 の1、 つま り約55,000件 が薬物の投与に関連する行為が原因となって ヒヤ リハ ッ トが発生 してい
ます。また、この ようなヒヤ リハ ッ ト事例の当事者の4分 の3以 上、76.7%は 看護師か ら報告があったも
ので、看護師がその業務 の中で、多 くの薬 に関係す る ヒヤ リハ ット事例 に関わっていることが推察 され
ます。
看護職 は 日常業務の中で実際の薬物投与や服薬の確認 を行い、そ して何よ りもクライアン トの一番近
くで観察 を しています。また、クライアン トか ら薬のことについて直接質問されることも多いで しょう。
病棟薬剤 師 とともに服薬指導に関わることもあります。 がん看護や精神看護、慢性疾患看護 などの専門
看護師の場合には、その専門性の高い業務 を行 う上 で、それ ぞれ の領域で使用 され る薬物にっいて、よ
り正確な知識が不可欠です。また、看護師が治験のコーディネータ として被験者 さんのサイ ドに立って、
新 しい薬 の臨床開発 に関わる機会 も増えてきています。そ して、看護過程や看護診断、さらにク リニカ
ルパスを考 えるときには、個々の処方の意 味するところ と、使用 され る薬物の期待 され る効果 と可能性
のある有害作用 についての知識が不可欠です。 医師や薬剤師 と協働 して安全で有効な薬物療法を遂行す
る上において大 きな役割 を果たす看護職者 は薬 の効 き方 と効 かせ方を しっか りと理解 していただかねば
な らない と思います。
米国の看護教育で使われている教科書に"Pharmaco!ogyandtheNursingProcess"があ ります。 この
教科書はA4版 で921ペ ージの大部であ り、著者はRNのDr.LindaLLil!eyと 薬学者のDr.RobertSAucker
であ り、Reviewer22名 の中でRNが12名 を占めています。治療薬 ごとに基礎か ら臨床、看護診断や看護
過程にお ける位置づ けはもちろん、 さらに看護ケアプランや患者教育のコツまで言及 されています。翻
って、わが国の教科書 を見 ると、200ペ ージ程度で、著者 もほとん どが医学科の教員で、医学科で使って
いる教科書を簡単 にしただけの様な感 じです。
阪大退職後は、専門学校での看護教育に携わるほか、本学卒業生の推薦で大阪府看護協会の認定看護
師教育課程 での講義も担当させ ていただく予定です。看護学の領域 に看護薬理学NursingPharmacology









昭 和43年3月 大 阪府 立豊 中高等学校 卒業
昭 和49年3月 大 阪大 学 医学部 卒業(医 師)
昭 和53年3月 大 阪大 学 大学 院医学研 究科 修 了(医 学博士)
昭和53年4月 大 阪大 学 医学部 助手(第 二 薬理 学講座)
昭和58年10月 大 阪大 学 助教授(分 子生 理化学 講座)
平成6年4月 大 阪大 学 教授(医 学 部保健 学科 医用 物理 学講座)
平成15年4月 大 阪大 学大 学院教 授(医 学 系研 究 科保健 学専 攻)(H25年3月 退 職)
平成21年8月 放送 大 学客 員教授(現 在 に至 る)
平成24年4月 あ しなが育英 会 理 事(非 常 勤)(現 在 に至 る)
阪大 での 主な役職
平成15年6月 大 阪大 学学 生生活 委員会 委員 長(平 成21年3月 まで)
平成18年4月 大 阪大 学総長 補佐(平 成20年8月 まで)
平成18年4月 大 阪大 学セ クシャルハ ラス メ ン ト相 談 室 室長(平 成20年8月 まで)
平成19年4月 大 阪大学 教 育研 究 評議員(平 成22年3月 ま で)
平 成19年4月 大 阪大学 医 学部保 健学科 学科 長(平 成22年3月 まで)
平 成22年8月 大 阪大学 ハ ラス メ ン ト相 談室 室長(平 成25年3月 末 まで)
平 成23年8月 大 阪大学 総長 補佐(平 成25年3月 末 まで)
主 要著 書
1.最 新 医学 大辞典 初 版(1987)、 第 二版(1996)、 第 三版(2005)医 歯薬 出版
2.医 用 放射線 科 学講座 全14巻1996～1999、 医歯薬 出版
3.疾 病 の成 立 と回復 促 進(2011)放 送 大学 教育振 興会
4.人 体 の構 造 と機 能(2012)放 送大 学教育 振興会 
5.Structureandfunctionsofthehistaminergicneuronesystem.HandbookofExperimental
 
PharmacologyVo1.97,HistamineandHistamineAntagonistsEd.B.Uvnas,pp.243-283(1991)
 
SpringerVerlag,Berlin-Heidelberg-NewYork

主要 学術 論文
1.T.lshizuka,T.Muro七ani,A.YamatodaniActionofmodafinilthroughhistaminergicand 
orexinergicneurons.SleepHormones(Ed.GeraldLitwack),VitaminsandHormones 
89259-278(2012) 
2.K.Yamamoto,K.Asano,Y.lto,N.Matsukawa,S.Kim,A.YamatodaniInvolvementofhypothalamic 
cyclooxygenase-2,interleukin-1andmelanocortininthedevelopmentofdocetaxel-induced
anorexiainra七s.Toxicology(2012)Aug4.[Epubaheadofprint】
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